
Ⅰ．はじめに

　全国的に狩猟（有害鳥獣駆除を含む）による鳥獣の捕獲数が激

減している。同様の現象が九州においてもみられる。本稿では，

その理由や背景について分析し，どのように対処すべきか，提言

を試みたものである。

　先に成立した森林・林業基本法，そしてそれに伴う森林法の改

正によって，新たに森林・林業基本計画を樹立することになった。

その基本計画の一つの柱が「森林と人との共生林」であり，野生

鳥獣と共存する森林を作ることである。それは日本の林業政策に

動物学を再び取り込もうとする点で注目されるところである。ま

た，そのことは，林学・森林科学を標榜する大学に動物学の導入

を迫るものである。しかし，法律（計画制度）の基本的な精神は

人間社会と動物の関係を棚に上げ，野生鳥獣だけの社会（英語で

Wilderness の世界）を前提にしたもののようで，日本の実情と

かけ離れている。

　本研究では，九州における狩猟鳥獣の減少を分析し，九州にお

ける鳥獣がいかに人間の活動と関連しているか，その点を明らか

にし，今後，野生動物に対して取るべき政策の方向について検討

しようとするものである。

Ⅱ．狩猟者による鳥獣捕獲数の変化

　日本では，野生鳥獣は「無主物」という定義が与えられ，民法

２３９条第１項により，先に取得した者の所有物となる。しかし，

明治以来，狩猟に関する勅令，法律などによって，野生鳥獣の捕

獲は原則禁止され，狩猟免許取得者など許可を受けた者だけに限

定的に（時期，場所，種類，方法などが決められ）捕獲する権利

が与えられている。その結果，死んだ野生動物については先に取

得した者の所有権が認められているものの，生きた野生鳥獣は，

基本的に「狩猟法」によって捕獲が禁止されている。

　したがって，狩猟による鳥獣の捕獲を除けば，基本的に鳥獣の

増減はその生息環境に依存するものと考えられる。狩猟はいわゆ

る猟期における狩猟と有害鳥獣駆除に大別される。猟期は一般に

１０月１５日（北海道では９月１５日）から４月１５日までの６ヶ月間で，

有害鳥獣駆除は，農作物や林業等へ被害を与えたとき，随時，狩

猟区域と頭数を限定して行う狩猟である。なお，本稿でいう「九

州」は，昭和４６年度までは沖縄を除く７県，４７年度以降は沖縄県

を加えた８県を指す。

　まず初めに狩猟による九州における動物の捕獲数の変化につい

て述べる。全国的な傾向と同じように九州でも１９７０年代に捕獲数

が増加する。しかも，７０年代にはウサギの捕獲数（約１２万頭）が

もっとも多く，頭数で動物全体の７割程度を占めていた。次いで

イノシシ（約２万頭），タヌキ（１～２万頭）の順で捕獲された。

しかし，８０年代以降様相が変わり，ウサギの捕獲数が減少し始め

る。代わってイノシシ，シカの比率が増大するようになる。そし

て２０００年の今日では，イノシシの捕獲数（３．４万頭）が最も多く，

４割を占め，シカ（１．６万頭）も約２割を占める。かつて第１位

であったウサギ（２．７万頭）は３割に減少する。なお，その他の

動物は合計で１０％にも満たない（表－１参照）。

　鳥類でも１９７０代には捕獲数が多く，７０年には九州全体で捕獲数

は２８８万羽に達する。そのうち１１３万羽（３９％）がキジバト，１０３

万羽（３６％）がスズメであった。両者を合わせると７５％を占めた。

しかし，８０年代半ば頃から鳥類全体の捕獲数が急速に減少する。

そして２０００年現在では，鳥類全体の捕獲数が３６万羽になるととも

に，キジバトが約９．５万羽（２６％），スズメにあっては僅か１．８万

羽（５％）に減少した。代わってヒヨドリが１３．７万羽（３７％）と

顕著な増加を示した（表－２参照）。
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Ⅲ．鳥獣による被害

　有害鳥獣駆除は，大きく３つの被害に対処し，実行されるもの

である。一つは人間に対する被害，二つは農林産物に対する被害，

三つは外来種問題である。しかし，すべての鳥獣が同じようにこ

の３種類の被害を与えるわけではない。被害を与えない鳥獣や被

害があっても無視できる程度のものもある。

　鳥獣と被害の関係は鳥獣の種類と数によって変わることが予測

される。一般的に，被害を与える鳥獣が増えれば被害は増えるこ

とになる。したがって，生息環境，狩猟技術，ハンター数が一定

だとするならば，鳥獣の増加は被害の増加につながっていると判

断してよいだろう。また，被害を与える種が増加すれば農林産物

への被害が増加するものと考えられるので，有害鳥獣駆除による

捕獲数の増加は，その種が増加していると判断できるであろう。

要するに，鳥獣の生息数の増加（減少）は狩猟による捕獲数を増

や（減ら）し，さらに各種の被害を増加（減少）させ，有害鳥獣

駆除による捕獲数を増加（減少）させるというような連鎖が想定

されるのである。

　１．動物の被害

　九州において有害鳥獣駆除の対象となる主な動物はウサギ，イ

ノシシ，シカ，サル，タヌキ，マングースである。人に被害を与

える大型動物（クマ）がいないので，農林産物に対する被害が主

である。ただし，鹿児島県におけるマングースは外来種問題とし

て１９９４年から駆除が行われるようになった。

　過去４０年間の有害鳥獣駆除による動物の捕獲数を見ると，ウサ

ギが８０年代にピークを迎えるものの，その後急速に減少している

のに対し，逆にイノシシ，シカ，サルは一貫して増加傾向を続け

ている。それは以下に述べるように，被害面の変化とおおむね一

致するものと推測される（表－３参照）。

　ところで，九州においてウサギ，イノシシ，シカ，サル，タヌ

キが農林産物にどの程度の被害を与えているか，詳しい資料はな

い。そこでまず，全国ベースでこれらの動向を観察した上で，九

州における被害を推定してみたい。まず，ウサギであるが，８０年

代初頭まで全国ベースで毎年１．０～２．１万頭が捕獲され，狩猟によ

る全動物捕獲数の７０％以上を占めていた。しかし，８０年代後半か

ら急速に減少する。代わってイノシシの比率が急上昇し，２０００年

現在ではウサギは僅か２千頭程度（９％）に減少したものの，イ

ノシシは１．４万頭（５６％），シカが約６千頭（２２％）を占めるよう

になった。

　他方，サルは狩猟では捕獲されないが，有害鳥獣駆除（全国）

では捕獲数が増加している。例えば，４７８頭（１９７０年），２，７１９頭

（１９８０），４，９３８頭（１９９０），９，６９６頭（２０００）というように。タヌ

キの場合は少し事情が異なり，狩猟による捕獲数は８０年頃に年間

約６５～７０千頭であったが，２０００年現在では約１７千頭である。これ

に対し有害鳥獣駆除で捕獲されるタヌキの頭数は８０年代の３千頭

台から最近では１万頭前後の捕獲数になっている。

　これらの動物による森林に対する被害は，７０年に全国で約２．２

万 ha の被害が記録されている。その内８４％（１．７万 ha）はウサギ

の被害であった。他方，同年におけるシカの森林被害は９３ha，

イノシシの被害が７１２ha であった。しかし，タヌキやサルによる

森林被害は記録されていない。当時の九州における被害状況はわ

からないが，森林面積比で１割（１１％）であるから，ウサギの被

害が約１，７００ha，シカは無視できる数値で，イノシシが約７０ha と

いうような規模であったと推測される。

　しかし，９０年代になると状況は大きく変化する。例えば，９０年

における全国の被害面積はウサギが１，７００ha，イノシシが２００ha，

シカが２，４００ha という状況であった。森林面積からみた九州の被

害面積はウサギ１７０ha，イノシシ２０ha，シカ２４０ha 程度と推定さ

れる。

　そして２０００年現在では，全国の森林被害面積はシカ４，５００ha，

サル７００ha，ウサギ６００ha，イノシシ５００ha に変わる。九州はその
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 表－１　九州における狩猟による動物の捕獲数 （単位：頭）

その他ムササビテンアナグマキツネオスイタチタヌキノウサギシカイノシシ合計年度

３１３３，２４６１，６７５５８１３６３１９，８５８１０，９６５９２，９３８２，０４２９，７０２１４１，６８３１９６５
４１４１，４９０１，３９３２７３２２７７，３９２９，５８１１２３，５３４２，７００２２，０７９１６９，０８３７０
１，３３２１，１７１１，８８８４８８４１７５，８５３１６，６６８１３８，７８１２，６７５２２，１６４１９１，４３７７５
２，０３４６８５２，５３１５８６５５０４，０９８２１，７６２１２４，５３４２，６８５２７，７０９１８７，１７４８０

１，６５４３１３２，５９８７６８５１４２，２１７２２，４９７１０７，５４２３，４９４２４，３９９１６５，９９６８５
１，１１３１８０５３５３６２３４８３７０８，５６０７９，０１６６，４７０２３，８１４１２０，７６８９０
９３５－　２６１１９９１７１１５４５，８９６５１，３１５９，９７９２３，６５５９２，５６５９５
２４０－　２１３３１２２０３１８８５，２１３２７，４９８１６，１３７３４，５６０８４，５６４２０００

資料：①林野庁（１９６７，１９７２）狩猟統計
　　　②環境庁（環境省）（１９７７，１９８２，１９９２，１９９７，２００２）鳥獣関係統計

 表－２　九州における狩猟による鳥類の捕獲数 （単位：羽）

その他カラス類ムクドリヒヨドリゴイサギシギ類バン類ヤマドリキジ類ウズラカモ類コジュケイキジバトスズメ類総計年度

１０８１１，１２１－　－　６１２３４，７２１５，８６９５，９９３４９，９３８１２，５３８９８，９５４２６７，１２３６２２，７４１５４７，１７２１，６５６，８９０１９６５
１８５１４，１９３－　－　４７５３２，３４８２７，９１７１３，５９１７４，９９０２２，５８５１３９，９１４３８５，１８３１，１３２，６４５１，０３７，６４３２，８８１，６６９７０
４４１５，７００－　－　１，５８８４９，０９９４，２９３１４，１５８６９，２６９１６，７９２１４０，１４１２９２，４７８８２２，１６９５８４，９７３２，０１０，７０４７５
８１１４，７７４－　－　４，８８２２７，８１６５，３１０１０，４７７８１，６２２２０，８０１１０１，６１６１８６，３４１５２３，４６２３８３，２９６１，３６０，４７８８０

８７１７，１５０－　－　３，８７１１９，１２４４，８０３１０，０５９４５，８３１５，８１２１３６，４３３８６，５４２３６５，２８９１５２，４４７８４７，４４８８５
１０５１６，９１２－　－　２，７９９８，７５０３，８８８５，２８２２７，８６６３，００５１１９，６９３３６，４０３２４８，３１０６９，２２２５４２，２３５９０
－　１４，６３５１，２７６４２，６２５１，１７６３，０６２３，１１３２，８７１１５，７５２２，２０６１００，６４７７，２８３１００，２２８２６，４１２３２１，２８６９５
－　１４，８９９２，６２３１３７，８６３４７８２，７５８２，４１７１，９９７１３，０６２１，５６４７１，８９８５，３８４９５，３１９１８，６８６３６８，９４８２０００

資料：表－１に同じ
　注：ヒヨドリ，ムクドリは１９９４年度より狩猟対象鳥類になった。



１割程度の被害があったものと推測される。

　他方，全国の動物による農産物被害は，１９９０年度の場合，ウサ

ギ３，３００ha，イノシシ１５，０００ha，サル３，６００ha，シカ１１，３００ha，

タヌキ３，７００ha であった。また，１９９９年現在では，ウサギ８００ha，

イノシシ１９，１００ha，サル５，９００ha，シカ２８，２００ha，タヌキ８００ha

であった（3）。農業でもシカ，イノシシ，サルの被害が増加し，

ウサギ，タヌキの被害が減少している。

　なお，九州における１９９１～９５年の動物による農産物被害はシカ

被害が１０７ha（９１年），２３０ha（９２），８７７ha（９３），９８８ha（９４），

１，１４５ha（９５）と増加している。また，ウサギによる農産物被害

は３４４ha（９１年），２０６ha（９２），１１０ha（９３），１０５ha（９４），５７ha

（９５）であり，イノシシは３５９ha（９４），３９１ha（９５）であった（2）。

　２．鳥類による被害

　鳥類による被害は主に農作物であるが，その主な鳥の種類はス

ズメ，カラス，カモ，ムクドリ，ヒヨドリ，ハト，キジ，サギで

ある。

　九州における鳥類の有害鳥獣駆除は，１９７０年に約９０万羽を記録

し，この頃の捕獲数が戦後の最高値となる。その内８１万羽

（９０％）はスズメであった。しかし２０００年現在では，スズメはわ

ずか３万羽（２２％）に減少し，代わってカラスが５．８万羽（４４％）

に増加している（表－４参照）。

　鳥類の被害は農作物である。１９７４年度の記録によれば，全国の

農産物の被害面積は約２１万 ha であり，１位はスズメ１４万 ha

（６７％），２位はカラス２．２万 ha（１０％），３位はカモ１．８万 ha（９％），

４位はハト１．４万 ha（７％），以下５位ヒヨドリ（８．４千 ha），６位

ムクドリ（５．１千 ha），７位キジ（１．４千 ha）という順であった。

上位４位までを合わせると９３％を占めた。しかし，１９９９年には１

位カラス４．５万ha（３６％），２位スズメ４．３万ha（３５％），３位カモ１．１

万 ha（９％），４位ハト９．６千 ha（８％），以下ヒヨドリ６．４千 ha，

ムクドリ５．６千 ha，サギ１．９千 ha，キジ８００ha という順位に変

わった。上位４者の比率は８８％であった（3）。

　九州の鳥類による農作物被害の記録は１９９３年度のものがあるの

で，特徴を理解するため記載しておく。

　スズメの被害面積７，９２０ha（内イネ７，８４２ha），カラス６，９６５ha

（果樹２，０８１ha，野菜２，０４９ha），ハト４，１３２ha（飼料作物９０２ha，野

菜３９３ha，イネ３５６ha），ヒヨドリ１，６９４ha（果樹１，１４７ha，野菜

５０８ha），カモ８３９ha（野菜３０４ha），サギ７６４ha（イネ７６３ha），キジ

９８ha，ムクドリ１４ha，その他鳥類２２６ha である（1）。

　９３年度における被害面積は２２，６５２ha となるが，スズメ３５％，

カラス３１％，ハト１８％，ヒヨドリ７％，カモ３％，サギ３％，キ

ジ０％，ムクドリ０％，その他１％という比率であった。１９９９年

度の全国統計と比較すると，スズメとカラスは全国的傾向に似た

数値となっている。

Ⅳ．鳥獣の生息環境

　１．動物の捕獲数の変化

　狩猟と有害鳥獣駆除によって九州で年間１，０００頭以上捕獲され

た動物の捕獲数は，次の２つのグループに分けることができる。

第１グループは激減した種。第２グループは増加している種であ

る。

　第１グループはムササビ（最大捕獲数と比較して１００％減），イ

タチ（同９９％減），テン（８９％減），ウサギ（８０％減），タヌキ

（７３％減）である。他方，第２グループはイノシシ，シカ，サル，

マングースである。イノシシは年々増加する傾向にあり，１９６０年

と比較すると２０００年の捕獲数は７倍，同様にシカは約１３倍，サル

は１９６０年に捕獲されなかったが，現在では１，１３０頭が捕獲される
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 表－３　九州における有害鳥獣駆除による動物の捕獲数 （単位：頭）

その他マングースタヌキサルシカイノシシノウサギ合計年度

２６－　－　－　－　６６３４３１１，１２０１９６０
６７６－　２－　２７６７９，４２０１０，８６７６４
８８０－　７３６８１５２，９３１９，６３９１３，６０６７０
７６３－　１１４３６３９３，４９７１２，２２２１６，６７１７５
６７５－　５３２２０１０６４，３６４１５，７２２２１，１４０８０

９４７－　１００６５６３５８４，２９６１１，９２４１８，２８１８５
５１－　２８０８１２５９９４，８１０７，８３２１４，３８４９０
１１８１，１５０１，５７６６３８２，９２３６，４４５３，６９４１６，５４４９５
５６０１，０７１７９１１，１３０５，９１５１４，９６３２，４７４２６，９０４２０００

資料：①林野庁（１９６２，１９６６，１９７２），狩猟統計
　　　②環境庁（環境省）（１９７７，１９８２，１９８７，１９９２，１９９７，２００２），鳥獣関係統計
　注：表中の「－」は記録がないものである．

 表－４　九州における有害鳥獣駆除による鳥類の捕獲数 （単位：羽）

合計その他キジバトカモ類ヒヨドリドバトカラス類スズメ類年度

６３０，８１９１９８－　－　－　－　２，６８０６２７，９４１１９６０
４９７，０２４３０－　６０３５，０５３－　７，７２９４８３，６０９６４
８９６，９５２１９３－　１，７０６７１，８６５１，６４６１３，３０８８０８，２３４７０
５８４，７７５８７２２，４２５４，２２１３９，９４５１３，１８８１６，５３０５０７，５９４７５
３５３，７７５３，４２９２，４０４１，５６１４９，７６８４３，８２７２６，５９２２２６，１９４８０

４６０，９０６３，０８１５４４４，５３４６７，２６９４８，１２６３６，６０３３００，７４９８５
２６９，７８９４，６９９１，４４０２，２３２２４，６２６３７，７７６４４，２４９１５４，７６７９０
１４８，９０６３，９４６９６５２，００８１６，３８３２４，５８９５４，０５９４６，９５６９５
１３１，３３９５，２１４９１０１，２２１６，０８７２８，４４９５８，５９９３０，８５９２０００

資料：表－３に同じ．
　注：表中の「－」は記録がないもの．



ようになった。また，マングースは外来種問題で捕獲されるよう

になった（表－５参照）。

　第１グループの特徴は小型で，ウサギのように他の動物の餌に

もなるものも含まれる。ムササビは九州の深山に多数生息し，捕

獲数も多かったが，狩猟者の経験によれば，テンが進入し，ムサ

サビを餌にしたため減少したという。また，イタチはテンと類似

しており，ネズミなど餌問題の変化が大きく影響していると推測

されるがこれ以上言及しない。

　ウサギとタヌキは人里に近いところに生息し，人間の生産活動

に関連し，被害を与えてきた。しかし，双方の捕獲数は約９割が

狩猟によるものであり，駆除で捕獲される頭数は１割程度である。

狩猟による捕獲数が激減しているため，生息数が増え，農林産物

に対する被害が増え，有害鳥獣駆除による捕獲数が増えるという

連鎖が発生してもよさそうであるが，そうなっていない。した

がって，生息数が減少していると解釈するのが妥当である。生息

数が激減したと推測される正確な理由はわからないが，一つ考え

られるのは，山村における農業が衰退したことが，餌の減少につ

ながり，生息数の減少へつながっているという点である。

　他方，第２グループの特徴は，シカ，イノシシ，サルといった

比較的大型の動物であり，オオカミなどの捕食者がいないため，

増加を食い止める自然の仕組みがないという点である。マングー

スも事実上奄美大島などで動物の頂点に君臨する動物である。し

たがって，狩猟による捕獲がなければ生息数を抑制することはで

きない。しかし，現状では狩猟による捕獲数の増加があるものの，

それ以上に生息数が増加しているため，農作物に対する被害も増

加し，有害鳥獣による捕獲数も増加するという連鎖が起こってい

るのである。

　なお，シカ，イノシシ，サルは人里近くに住み，農産物に依存

する比率が高くなっている。例えば，シカの農作物被害は７５％が

飼料作物（牧草）であり，イノシシは稲が４７％，野菜１７％，果樹

１４％，イモ類９％等である（図－１参照）。また，サルの被害は

１９９８年の場合，野菜３７％，果樹３６％，稲１６％である。これらの被

害の内，稲の作付け面積は減少しているものの，果樹，野菜は増

加しており，生息環境は良くなっていると判断できる。

　２．鳥類の捕獲数の変化

　狩猟と有害鳥獣駆除によって年間３万羽以上捕獲された鳥獣の

総数変化についてみると，大きく２つのグループに区分すること

ができる（表－６参照）。

　第１グループは大幅に捕獲数が減少したもの，第２グループは

反対に捕獲数が増加したものである。

　第１グループはシギ類（最盛期に比較して９４％減），キジバト

（同９２％減），スズメ（８７％減），コジュケイ（８６％減），キジ類

（８４％減），カモ類（４９％減），ドバト（４１％減）であり，第２グ

ループはカラス，ヒヨドリである。
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図－１　イノシシの被害（3） 図－２　スズメの被害（3）

 表－５　動物捕獲数の推移（狩猟＋有害鳥獣駆除） （単位：頭）

合計その他テンムササビイタチウサギタヌキマングースサルシカイノシシ年度

１３１，２６５１，３６０２，０１０５，７９２３０，０６２６９，６７５１３，７０３－　－　１，７５０６，９１３１９６０
１５２，５５０１，９３３１，６７５３，２４６１９，８５８１０２，３５８１０，９６７－　－　２，０４４１０，４６９６５
１８２，６８９１，７９４１，３９３１，４９０７，３９２１３３，１７３９，６５４－　６８２，７１５２５，０１０７０
２０８，１０８３，０００１，８８８１，１７１５，８５３１５１，００３１６，７８２－　３６２，７１４２５，６６１７５
２０８，３１４３，８４５２，５３１６８５４，０９８１４０，２５６２１，８１５－　２２０２，７９１３２，０７３８０

１８４，２７７３，８８３２，５９８３１３２，２１７１１９，４６６２２，５９７－　６５６３，８５２２８，６９５８５
１３５，１５２１，８７４５３５１８０３７０８６，８４８８，８４０－　８１２７，０６９２８，６２４９０
１０９，１０９１，４２３２６１－　１５４５５，００９７，４７２１，１５０６３８１２，９０２３０，１００９５
１１１，４６８１，３１５２１３－　１８８２９，９７２６，００４１，０７１１，１３０２２，０５２４９，５２３２０００

８９％減１００％減９９％減８０％減７３％減増加増加増加増加増減

資料：①表－１および表－３に同じ．②１９６０年度の狩猟統計を新たに追加した．
　注：①１９６５年度の数値は、有害鳥獣駆除の統計が手元になかったため６５年度の狩猟による捕獲数と６４年度の有害鳥獣駆除による捕獲数をたし

たものである．②減少率は最大値との比較である。

 表－６　鳥類捕獲数の推移（狩猟＋有害鳥獣駆除） （単位：羽）

合計その他ヒヨドリカラス類キジ類カモ類コジュケイドバトキジバトスズメ類シギ類年度

２，４６２，８４４３５，９１４－　１９，０８６５０，５９８１３７，９１８１８６，３４１－　５３７，０９７１，４６３，４３０３２，４６０１９６０
２，７８０，０８７２５，１５０５，０５３１８，８５０４９，９３８９９，５５７２６７，１２３－　６２２，７４１１，６５６，９５４３４，７２１６５
４，８１６，３８３６４，９４６７１，８６５２７，５０１７４，９９０１４１，６２０３８５，１８３１，６４６１，１３２，６４５２，８８３，６３９３２，３４８７０
３，５１３，６９１３７，７４７３９，９４５３２，２３０６９，２６９１４４，３６２２９２，４７８１３，１８８８２４，５９４２，０１０，７７９４９，０９９７５
２，４６７，２２１４４，９８０４９，７６８４１，３６６８１，６２２１０３，１７７１８６，３４１４３，８２７５２５，８６６１，３６２，４５８２７，８１６８０

１，７０２，６９１２７，７１３６７，２６９５３，７５３４５，８３１１４０，９６７８６，５４２８，１２６３６５，８３３８４７，５３３１９，１２４８５
１，１３２，２６０１９，７７８２４，６２６６１，１６１２７，８６６１２１，９２５３６，４０３３７，７７６２４９，７５０５４４，２２５８，７５０９０
７１８，２０５１４，５８８５９，００８６８，６９４１５，７５２１０２，６５５７，２８３２４，５８９１０１，１９３３２１，３８１３，０６２９５
８２１，６９０１４，２９３１４３，９５０７３，４９８１３，０６２７３，１１９５，３８４２８，４４９９６，２２９３７０，９４８２，７５８２０００

増加増加８４％減４９％減８６％減４１％減９２％減８７％減９４％減増減

資料：表－２および表－４に同じ。ただし１９６０年度の資料を追加。
　注：年間３万羽以上捕獲された鳥類を記載



　第１グループはさらに，（a）スズメ，ドバト，キジバト，コ

ジュケイのように，農村や都市に生息し，小型で，猛禽類やカラ

スあるいはイタチなどの餌にもなるもの，（b）カモ，シギなど

の移動する水鳥，（c）農山村や深山に生息するキジ類に細分でき

る。水鳥とキジは別の機会に検討することにし，前者の（a）に

ついて検討する。

　スズメ，ドバト，キジバト，コジュケイの場合，餌の多くは農

作物であり，人間に依存した側面が非常に強い。スズメを例に取

れば，農作物被害の９３％は稲である。餌の多くがコメだというこ

とである。しかし，稲は１９７０年から減反が実施され，九州地域の

稲作面積は年々減少している。例えば，１９６０年代後半には４４万

ha 程度で推移した稲作（水稲＋陸稲）面積は７０年には３９万 ha に

なり，８０年代後半には２６万 ha となる。減少傾向はその後も続き，

２０００年現在では２１万 ha である。減反の結果，約３０年間に作付け

面積は半分になった。単純にみれば餌としての米が半減したこと

になる。さらにこの間，稲干しが非常に少なくなり，またコンバ

インの普及によって水田等に落ちる籾の量が大幅に減少している

と推測される。

　また，麦の作付け面積も大きく減少した。１９６０年代後半には１６

～２１万haの作付けがあったものの，８０年代の後半には１０万haを

切り，２０００年現在では４．３万haになってしまった。大豆は７０年代

前半の７～９千haから２０００年には２万haに増えている。このよ

うにスズメ，ドバト，キジバト，コジュケイにとっては餌となる

農産物が非常に少なくなり，それが生息数の減少につながってい

るとみることができる。

　他方，第２グループのカラスとヒヨドリは主として農村や都市

に生息する鳥である。特にカラスは雑食性で，都市の生活ゴミを

餌にすることも多く，農作物では，稲（４１％），果樹（２４％），野

菜（２０％），マメ（６％）などが被害にあっている。稲はともか

く，果樹，野菜，豆類は増加する傾向にあり，農業に関連する餌

の環境も悪くない。

Ⅴ．結　　論

　本研究から以下のような結論を導くことができる。

　第１は，狩猟（有害鳥獣駆除を含む）による鳥獣捕獲数の変化

は，その種の生息数の変化を反映している。

　第２は，イノシシ，シカ，サルといった比較的大型の動物は補

食動物がいないため，生息数が増加しており，狩猟による生息数

の調整が必要である。

　第３はウサギ，イタチなどの小型動物が，都市・平場農村型の

動物になりきれず，山村地域の農作物に依存するため，山村地域

の農業の衰退が生息数の減少に関係している。

　第４は，スズメ，ハト類，コジュケイなど穀物を餌とする鳥類

であり，減反政策や農業技術の改善の影響を受け，生息数を減少

させている。

　第５は都市・平場農村型のカラス，ヒヨドリが果樹など作付け

面積の増加や都市ゴミに依存し，生息数を増加させている。

　狩猟鳥獣の捕獲数は，鳥獣の生息数，繁殖力のみに依存するの

ではなく，ハンターの数やその年齢，狩猟技術，鳥獣保護行政の

変化，農林業の変化，国民の意識など多様な要因の総合的結果で

ある。したがって，本稿のみで即断できないが，一つの傾向とし

て，日本のスズメ，ハト，カラス，イノシシ，シカなどの鳥獣は

人間の生産活動と生活に強い影響を受けつつ生きており，動物だ

けの世界を想定した「野生（Wilderness）」とは違った側面があ

ることを考慮しておく必要がある。
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